
平
成
二
十
七
年
度

文
責

上
村
公
之

玉
東
中
学
校
便
り

【
共
に
学
び
、
共
に
感
動
を
】

第
十
号

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
一
日

十
二
月
二
日
、
生
徒
会

三
役
改
選
の
た
め
の
、
立

ち
会
い
演
説
会
と
投
票
を

行
い
ま
し
た
。
今
の
玉
東

中
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
更
に
発
展
さ
せ
た
い

と
い
う
強
い
思
い
で
、
二

年
生
十
三
名
、
一
年
生
三

名
が
立
候
補
し
ま
し
た
。

立
候
補
者
と
責
任
者
総

勢
三
十
二
名
が
演
壇
に
立

ち
、
選
挙
公
約
や
立
候
補
者
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
、

自
分
の
考
え
や
思
い
を
堂
々
と
全
校
生
徒
の
前
で
発

表
し
ま
し
た
。
演
説
に
耳
を
傾
け
る
生
徒
も
真
剣
な

眼
差
し
で
し
た
。
当
日
は
、
町
の
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
投
票
箱
を
お
借
り
し
、
選
挙
管
理
委
員
の
リ
ー

ド
で
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
自
分
達
の

手
で
選
ん
だ
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
は
次
の
通
り
で
す
。

平
成
二
十
八
年
の
玉
東
中
を
皆
さ
ん
方
の
手
で
引

っ
張
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

会
長

植
村

泰
史

副
会
長

境

秀
斗

・

池
本

未
奈

書
記

清
田

圭
翔

・

菅
本

弥
奈

新
生
徒
会
三
役
決
定
！

更
な
る
発
展
を
目
指
し
て

他候補の演説を聴く立候補者

十
二
月
十
日
、
校
内

駅
伝
大
会
を
オ
レ
ン
ジ

タ
ウ
ン
周
回
コ
ー
ス
で

開
催
し
ま
し
た
。
昨
年

ま
で
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で

し

た

が

、

今

年

は

『
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
協

力
し
て
走
る
こ
と
で
、

ク
ラ
ス
の
絆
を
よ
り
一

層
深
め
る
こ
と
』
を
目

的
に
駅
伝
大
会
に
変
更

し
ま
し
た
。
一
チ
ー
ム

七
人
編
成
で
、
各
ク
ラ
ス
一
年
生
は
三
チ
ー
ム
、
二

年
生
は
四
チ
ー
ム
、
三
年
生
は
五
チ
ー
ム
の
計
十
九

チ
ー
ム
で
、
ク
ラ
ス
の
平
均
ゴ
ー
ル
タ
イ
ム
で
順
位

を
付
け
る
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
生
徒
は

ク
ラ
ス
の
た
め
に
自
分
の
限
界
に
挑
戦
し
、
精
一
杯

走
り
き
る
姿
は
本
当
に
『
カ
ッ
コ
良
か
っ
た
』
で
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
ク
ラ
ス

が
一
丸
と
な
っ
て
仲
間
を
懸
命
に
応
援
し
て
い
た
姿

で
す
。
タ
ス
キ
を
無
事
に
つ
な
ぎ
終
え
た
生
徒
の
顔

は
達
成
感
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
以
下
結
果
で
す
。

一
区
（
約
一
七
０
０
ｍ
）

区
間
賞

塩
井

広
太
郎

二
区
～
七
区
（
約
一
一
０
０
ｍ
）

学
年
・
男
女
別

区
間
賞

<

男
子>

一
年

上
田

尊
、

二
年

清
田
恭
聖
、
三
年

深
川
裕
生

<

女
子>

一
年

前
田
遥
香
、
二
年

長
沼
優
香
、
三
年

清
田
若
葉

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
の
部

優
勝

二
年
一
組

、
準
優
勝

一
年
二
組

校
内
駅
伝
大
会
で
、
ク
ラ
ス

の
絆
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た

一斉にスタートする第１区の走者

防
災
教
育
ラ
ン
キ
ン
グ

十
一
月
二
十
七
日
、

授
業
参
観
後
に
、
町
教

育
委
員
会
の
渕
上
さ
ん

を
進
行
役
と
し
て
「
親

と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
親
子
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

『
自
分
の
家
が
災
害
に

巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な

っ
た
ら
何
を
持
っ
て
避
難
す
る
か
？
』
と
い
う
問
題

を
、
一
グ
ル
ー
プ
七
～
八
人
の
親
子
で
考
え
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
親
子
が
互
い
に

「
聴
く
こ
と
・
認
め
る
こ
と
・
応
え
る
こ
と
」
の
大

切
さ
を
改
め
て
確
認
で
き
た
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

受
験
勉
強
の
疲
れ
も
吹
っ
飛
び
ま
し
た

十
一
月
二
十
四
・
二
十
六
日
の
午
前
半
日
、
本
校

三
年
生
が
、
家
庭
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
授
業

で
作
っ
た
『
幼
児
の
お
も
ち
ゃ
』
を
持
っ
て
「
や
ま

き
た
保
育
園
」
に
行
き
、
保
育
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

か
わ
い
い
園
児
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
生
徒
は
優
し

い
眼
差
し
で
笑
顔
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

「カワイイ～」の連発！ グループでの活発な意見交換


